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魚 住 洋 佑 氏 の博 士 論 文 審 査 申請 に 基 づ い て,同 氏 の 学 位 論 文rC。mput白r-Aid臼d
工皿呂呂已Di日言no呂i{3Sy・苫t{∋m呂forFix目tio皿D臼vic白5andTunn已lofAnteriorCruoiat自
Li四mθn七Rg。。n8tru。ti。n(前十字靱 帯再建術 の固定具 と骨孔 に関す るコン ピュー タ支
援画像診 断 システ ム)1に つ いて審査 を行 った.同 氏 の学位 申請 論文 の基礎 となった
論文 は レフェ リー制度 の確 立 した学術雑 誌 にお いて学術 論 文5編 が掲載 済みで ある,
また,国 際会議 ・学会 発表論 文が11編 あ り,そ の うち9編 が筆頭 論文 であ る.従 っ
て,学 位 申請基準 を満た してい る.
本論 文は前 十字靭 帯再建術 にお ける コン ピュー タ支援 画像 診断 システ ムについ て提
案 した.
第1章 で は,研 究 の背景 と概 要 につい て述 べて いる.第2章 では,医 用 画像 にお け
る各骨 の分類 法につ いて説 明 してい る.ま た,過 去 の関連研 究 にっ いて も述 べてい る.
第3章 では,医 用画像解 析 において は重要 とな る大腿骨 と脛 骨 の座標 系 の決定方法 に
つい て説 明 し,そ の精度 に関 して議論 して い る.第4章 では,前 十字靭帯 再建術 にお
け る固定具 の解析方 法 に関 して述 べて い る.実 験 にお いて,End。Butt。nの術 一年後 の
ズ レの特 性 を明 らか に した.第5章 では,前 十字靭 帯再 建術 にお け る骨 孔の解 析方法
につ いて提案 してい る,二 重束 再建術 にお いて作成 され る二っ の骨 孔 の 自動 分類 アル
ゴ リズムに 関 して も合 わせ て提 案 してい る.実 験 では解 析方 法の精度 を示す とともに,
術一年 後にお け る骨孔 の拡 大 と収縮 の新 しい知見 を示 した.第6章 で は,研 究で得 ら
れた知 見に 関 して総論 を示 した.結 果 として,本 論文で は前十字靭 帯再建術 にお ける
新 しい画像診 断 システム の提 案 に成 功 し,臨 床 手術 にお ける有用 獄知 見を提 供す る可
能性が示 された,
以上,魚 住洋佑 氏 の学位 申請 論文 は,そ の内容 にっ いて学 術的価 値渉 あ り,ま た記
述 も問題 がな いので,博 士の学位 に足 る もの と判断で きる,
以上の結 果 を総合 して,博 士論文審査 は合格 と判断す る.
